
エスターさんよりコメント
Esther Nyabwari Okemwa さん

学校名：Kereri girls high school/学年:現在 Form4/2018 年２月から支援開始

KESTES のみなさんこんにちは。私はみなさんからのサポートに本当に感謝をしています。

学費の支援はもちろん、いつも私の勉強や進学について気にかけてくれ、転校の機会を与えてくれた

ことも、本当にありがとうございます。当時は転校ができるなんて思いもしませんでした。現在も、将来

のために勉強に励み、私は form3(３年生)を修了しました。私は医者への道を失いたくありません。

私はその道に進めることを信じています。

KESTES のみなさんのサポートは、私の生活を大きく変化させました。私の夢は、引き続き勉学に励

み成功をすること、そしてケニアが日本のように発展をすることです。

皆さんに感謝の気持ちを表すことは私のモチベーションになります。

はらんべぇ・れお 33 号

写真：左 エスターさん 右 元奨学生担当 鈴木隊員
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8月より最終学年（Form4)になった学生(3名）

Keziah Muthoni Rugu （ケジアさん）

成績：前回 C+ 今回 C+

【保護者のコメント】

私たちは、KESTES の皆様に感謝しています。KESTES メン

バーがケジアの眼鏡技師としての夢を実現できるように先

生に働きかけてくれたように、私もケジアのクラスの先生

に彼女が一生懸命勉強し、モチベーションを高めるように

お願いしています。

奨学生なう！

Esther Nyabwari Okemwa(エスターさん)

成績：前回 C+ 今回 未発行

学校では勉強に専念し苦手な数学や化学の課題も先生に相談しながら充実した

日々を過ごすことができました。学校生活は忙しく時間が限られていますが、

その時間をどう活用するかは私自身にかかっていると思うので有意義に過ごせ

るよう努力を続けよう思っています。私はなくなるかもしれないと思っていた

私の人生の未来を見続けることができています。遠く日本からサポーターの皆

さんや KESTES メンバーがサポートを届けてくれているおかげです。全ての方

に感謝しています。ありがとうございます。

Kosgei Kennedy kipkemoi (ケネディ君)

成績：前回 D+ 今回 C

コロナの長い休暇中の分を取り戻すために朝早く起きて夜遅くまで

一生懸命勉強しています。毎日、今日何を学んだか考えています。

苦手な勉強は、時間がかかってしまいます。皆様のサポートのおか

げで、日々、向上していると思います。私の家族や友人は、皆様に

感謝しています。



Form３になる学生（4名）

Ann Njeri Wambui (アンさん)

成績：前回 D+ 今回 C

自分の目標を達成するためにたくさんの復習や課題をこな

し、そして分からないところを質問するように心がけてきま

した。また、簡単な科目よりも難しい科目に時間を割いてで

きる限り努力をしました。たくさん勉強しても学んだことを

忘れてしまったり、先生の授業に追いつくことに苦労するこ

ともありますが、KESTES や家族、そして友達に支えてもらい

ながら頑張っています。

Joshua Ouma Okoth (ジョシュア君)

成績：前回 C+ 今回 B-

今回の試験は、一人の勉強机を作って勉学に励みました。

その結果、成績を C⁺ から B⁻ に改善することができまし

た。次回は不得意科目の数学と科学の勉強を頑張ります。私

は医者になる夢のためにこれからも学び続けたいです。

Darline Joice Ooko(ジョイスさん）

成績：前回 C+ 今回 C

今回の試験は、すべての教科を勉強できるように効率よく生

活して、試験に臨みました。目標は達成できませんでした

が、学校生活は、勉強する環境も整っており、友達とも姉妹

のように協力して生活できます。目標達成のために次回も頑

張ります。



・メッセージ付き塗り絵の写真を送りました
新学年に進級するタイミングで、奨学生担当者らから奨学生らに向けてメッセージ付きの塗り絵の写真を送り

ました。”顔が見える(懐かしい顔、笑顔に触れて元気を共有する)””心の支え(サポーター)になるような言

葉を届ける” メッセージのやり取りなどを通したサポートは継続して行っていますが、なかなか会うことがで

きないこの状況で、少しでも近くに感じられるアクションをと考え今回の塗り絵を実施しました。進級準備の

時期、本来であれば奨学生担当者らが彼らのもとを訪れ、奨学生らの一年の頑張りをねぎらい、新年度開始に

向けて一緒に準備を進めている時です。現状、まだ隊員が彼らのもとへ訪問することができませんが、引き続

き日本からサポートを続けています。

Otieno Michael Oloo（マイケル君）

成績：前回 B 今回 B+

【保護者のコメント】

私たちは、奨学生制度の学費等の十分なサポートをとても

誇りに思っています。彼は、元気です。

【本人のコメント】

今回、私は一生懸命勉強しました。目標達成のために十分

な時間を勉強しました。私は、KESTES のサポートに感謝し

ています。
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イベントの報告（6月）
KESTESOB とのご縁により今回、兵庫県国際高校の文化祭で

KESTES の物販販売が実現し、売り上げ約 35400 円を寄付して

いただきました。

KESTES の活動を通じてケニアが抱える問題を知るきっかけや

カラフルなアフリカ雑貨を始めてみる生徒も多くアフリカの

文化に触れる良い機会となったとのことです。

兵庫県国際高校の皆様、この度は、ご協力していただき

ありがとうございました！！

企業サポーター ムパタ・サファリ・クラブ様

いつもご支援・ご協力ありがとうございます！
ケニア隊員 OV でもある、ムパタ・サファリ・クラブ 佐藤猛様のご厚意で、ムパタ・サファリ・ クラブ マサ

イマラロッジにて KESTES グッズの販売を実施頂いております。長年にわたり KESTES のグッズ販売を通した

サポートを続けて頂いておりますことこの場を借りまして厚く 御礼申し上げます。

現在、ムパタ・サファリ・クラブ様では『ケニア生配信 ムパタサファリライブ』を実施されています。７月、

８月と複数回実施されており、ケニア・マサイマラの大自然と動物たちの貴重な生態をサファリツアーに行っ

た気分でオンラインで楽しむことができます。日本語のツアーガイド付きで質問もしやすく、時折聞こえてく

るスワヒリ語にもわくわくします。 日時やツアー内容、気になった方はこちらからアクセス！

『ケニア生配信ムパタサファリライブ』Peatix

〜ケニアのサバンナをオンラインでサファリ〜

https://mpatasafarilive.peatix.com

『ケニア生配信ムパタサファリライブ』facebook

https://web.facebook.com/MpataSafariLive

『ケニア生配信ムパタサファリライブ』instagram

https://www.instagram.com/mpatasafarilive

『ムパタサファリクラブ』facebook

https://web.facebook.com/MpataSafariClub

KESTES は以下の企業サポーター様よりご支援を頂いています。

いつもご支援ありがとうございます！

Kenya Students’ Educational Scholarship（KESTES）

Website http://www.kestes.org/ お問い合わせ先 kesteskenya@gmail.com

Facebook https://www.facebook.com/jocvkestes

編集・発行：KESTES KENYA 文責：2018 年 4 次隊 峯尾泉（ウクワラ）

写真：文化祭当日、多くの生徒や教職員

が販売ブースへ立ち寄っている様子。
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